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(No.368) 第1話 タバコの火災 

－「火の用心」＝「タバコに用心」 

 新年おめでとうございます。２０１４年のお正月はいかがでしたか。元旦か

ら一週間しかたっていないので学校の生活リズムに戻るには少し時間が足りな

いでしょうが、すぐそこに３年生は最後の学年末考査、２年生は修学旅行、１

年生はインターンシップが迫っています。潔いさぎよく気持ちを切り替えて学

年の締めくくりとなる３学期を頑張って下さい。 

  さて寒さが厳しいこの季節、暖房器具は欠かせませんので火気を扱うことが

多くなります。それに加え冬場は空気が乾燥しているので“火事”が多くなる

時期なのです。... 

 

(No.369) 第2話 少年のタバコ 

－幼い子供がタバコを吸い始めるのは... 

 日本では、大人がタバコを吸う姿は頻繁に目にしますが、子供がタバコを吸

う姿を見ることはありません。しかし、写真のようにインドネシアではタバコ

の規制がゆるく、１０歳未満の子供でも喫煙経験者は少なくないそうです。 

 タバコが、どれほど有害で危険なものなのかを知っている君たちから見れ

ば、信じられない光景だと思います。そして、こんな頃からニコチン依存症と

なって、将来にわたってタバコを吸い続けるかもしれないこの子が、とてもと

てもかわいそうです。... 

 

(No.370) 第3話 ４兆円の赤字 

－タバコの一番の被害者は喫煙者なのに... 

 正しいタバコの知識を持っている人は、タバコに手をだすことはないでしょ

う。そして、家族や親類、それに身近な人たちのなかに喫煙者がいなければ、

おそらくタバコに興味を持つこともないでしょう。しかし、本当のタバコの姿

を知らないあいだに、まわりに何人かの喫煙者がいたとしたらどうでしょう

か。タバコに興味を示すのが当然の成り行きかも知れません。 

 タバコのない環境で生活していればタバコの被害にあわずに済んだところ

を、たまたま運悪く、タバコの事を知らないまま、まわりの喫煙者の影響でタ

バコを吸い始めてしまったとしたら、とんだ災難にあったようなものです。タ

バコは「百害あって一利なし」と言われるほど有害ですから、喫煙者はタバコ

の害の被害者だと言えるでしょう。... 

 

  

 

※今月号より、「週刊タバコの正体」は、最初の部分のみを紹介 

することにしました。続きは、日本禁煙科学会のホームページ 

でご覧下さい。(編集子) 

【週刊タバコの正体】 

   2014/01 和歌山工業高校 奥田恭久 

毎週火曜日発行 

URL:http://www.jascs.jp/truth_of_tabacco/truth_of_tabacco_2011.html 

 ※週刊タバコの正体は日本禁煙科学会のＨＰでご覧下さい。 

 ※一話ごとにpdfファイルで閲覧・ダウンロードが可能です。 




